
→  Ⅳ－８－(1)、(2)、(4)  学級・ホームルーム経営の在り方と実際 

→ Ⅳ－９－(7) 食 育 
 

 
 

 

 

 

【食に関する指導の目標】 

（知識・技能） 

食事の重要性や栄養バランス、食文化等についての理解を図り、健康で健全な食生活に 

関する知識や技能を身に付けるようにする。 

（思考力・判断力・表現力等） 

食生活や食の選択について、正しい知識・情報に基づき、自ら管理したり判断したりで 

きる能力を養う。 

（学びに向かう力・人間性等） 

主体的に、自他の健康な食生活を実現しようとし、食や食文化、食料の生産等に関わる 

人々に対して感謝する心を育み、食事のマナーや食事を通じた人間関係形成能力を養う。 

 

【食育の視点】 

◇  食事の重要性、食事の喜び、楽しさを理解する。【食事の重要性】 

◇ 心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい栄養や食事のとり方を理解し、自ら管理 

していく能力を身に付ける。【心身の健康】 

◇  正しい知識・情報に基づいて、食品の品質及び安全性等について自ら判断できる能力 

を身に付ける。【食品を選択する能力】 

◇ 食べ物を大事にし、食料の生産等に関わる人々へ感謝する心をもつ。【感謝の心】 

◇ 食事のマナーや食事を通じた人間関係形成能力を身に付ける。【社会性】 

◇ 各地域の産物、食文化や食に関わる歴史等を理解し、尊重する心をもつ。【食文化】 
 

 

【個別的な相談指導】 

①想定される個別的な相談指導 

学校では、偏食のある児童生徒、肥満・やせ傾向にある児童生徒、食物アレルギーを 

有する児童生徒、スポーツをしている児童生徒、食行動に問題を抱える児童生徒を対象 

とした個別的な相談指導が想定されます。また、栄養や食が関係する疾患を有する児童 

生徒についても、本人や関係者から相談指導の依頼があった場合は対応します。 

 

②教職員の役割 

個別的な相談指導については、学級担任、養護教諭、栄養教諭、保健主事、体育主任

（または部活動担当）、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、学校医、

保護者等が連携を図り、適切に対応することが大切です。児童生徒の変化や発言の中に 

課題が感じられるときには、特に密接に連携の上、指導の必要性や具体的な方策を検討 

し、速やかに個別的な相談指導を進めていきます。身体・精神の発達には個人差があり、

対象の年齢によって理解力・実践力に違いが見られるほか、家庭環境も異なります。特 

に学級担任は、児童生徒の生活環境、日常の行動等を知る立場にあるので、教職員の共 

通理解と協力のもと、日頃から十分な教育的配慮を行うことが大切です。生活習慣の課 

題については、重点的に養護教諭、栄養教諭との連携を図ることにより、より良い生活 

習慣が身に付けられるよう導きます。 
 

(「食に関する指導の手引－第二次改訂版－」文部科学省 平成31年３月） 
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